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令和２年度 議会基本条例の検証結果等について（第１条～第２４条） 

 

 

【検証結果】 

◎評価項目数 ４６項目 

・評価結果Ａ ３６項目 

       → うち「条項改正」としたもの：１項目 

           「前項と一体的に検討すること」としたもの：１項目 

・評価結果Ｂ １０項目 

→ うち「取組検討」の上、「条項改正」としたもの：１項目 

    「取組検討」としたもの：９項目 

◎条文の追加を検討するもの → 災害に関する根拠条文：１項目 

 

（１）条項改正、取組検討を要するとした項目（１１項目） 

№ 条文 区分 意見等 

１ 

＜第３条－(5)＞ 議会の活動原則 

市民の意見を的確に把握し、市長等

との対論を通じて、より良い政策及

び施策の実現につながるよう努める

こと。 

Ａ 

条項 

改正 

◎政策立案を強調する内容を入れ

ていく。 

◎「実現」するのは執行部なので、

議会としては「提言」とすればよい。 

＜条文案＞ 

「市民の意見を的確に把握し、市長

等との対論を通じて、より良い政策 

立案及び施策の提言に努めるこ

と。」 

２ 

＜第５条の２＞ 政策研究会 

議員は、特定の市政の課題について

会派を超えて共同して調査研究を行

うため、政策研究会を結成すること

ができる。 Ｂ 

取組

検討 

↓ 

条項 

改正 

◎亀岡市議会として、具体的に政策

研究ができるように、旅費を支給す

ることも含め考えていく。 

◎政策研究会の位置付けを議員の

活動から議会の活動に変更する。

（第２章「議会及び議員の活動原

則」から第６章「議会の運営」へ移

動。） 

◎運用基準に手続き等を規定する。 

＜条文案＞ 

「議会は、特定の市政の課題につい

て会派を超えて共同して調査研究

を行うため、政策研究会を結成する

ことができる。」 

2 政策研究会は、政策立案又は政策

提言の具現化を図り、活動の成果を

議会活動に反映するよう努めるもの

とする。 
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№ 条文 区分 意見等 

３ 

＜第６条－２＞市民参加及び市民との連携 

議会は、市民に対し積極的に議会審

議等に係る情報を公開及び提供し、

説明責任を果たさなければならな

い。 

①常任委員会のライブ中継・録画配

信の実施。 

②YouTube ほか、委員会のネット配

信。 

③記者会見のバックボードがいつも

同じ。旬のものを掲載する。記者会見

時には、コマーシャルを行う。 

④タブレット端末と Wi-Fi 整備。 

Ｂ 

取組 

検討 

①②公開という観点から、常任委員

会の配信を検討する。予算が伴わな

いことから始める。まず、予算を伴

わないことから始めることで整理

する。 

③議会をアピールするために、議長

記者会見を補完することも含め、工

夫して検討していけばよい。多様な

広報を進めていくべき。バックボー

ドについては、広報広聴会議で検討

する。 

④別途協議の場を設置する。（スマ

ート議会検討会議） 

４ 

＜第７条－１、２＞ 議会報告会等 

議会は、議会の説明責任を果たすと

ともに、市民の意見を議会活動に反

映させるため、議会報告会を行うも

のとする。 

Ｂ 

取組 

検討 

◎見出しを第１項、第２項あわせた

形にすることはできないか。議会報

告会の条文は残しておくべき。「市

民との意見交流の場」とすれば、整

合が図れるのではないか。 

◎「議会報告会等」であるので見出

しは変更しない。 

2 議会は、議会の政策形成等に関し

て、市民との意見交換の場を多様に

設けるものとする。 

Ａ 

達成 

※この内容については、「Ａ達成」で

評価されたが、一体的に検討するこ

ととされており、参考のため記載し

ています。 

５ 

＜第９条－２＞ 委員会の説明資料 

議会は、提案される予算及び決算の

審議に当たっては、前項の規定に準

じて、わかりやすい施策別又は事業

別の説明資料を作成するよう求める

ものとする。 

Ｂ 

取組 

検討 

◎適切な資料を執行部に求めるこ

ととする。 

 

※令和２年９月議会においては、環

境厚生常任委員会が指摘要望。 

６ 

＜第１０条＞ 事務事業評価 

議会は、市長等が行う政策について、

市民福祉増進の観点から不断に点検

するとともに、その有効性及び効率

性等について評価しなければならな

い。 

Ｂ 

取組 

検討 

※事務事業評価表は新たに作成し

たが、試験的に導入するため、「取組

検討」としている。 

◎今後、評価基準だけ検討していく

こととする。 
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№ 条文 区分 意見等 

７ 

＜第１０条の２＞ 文書質問 

議会又は議員は、市長等に対して、文

書により質問することができる。 

Ｂ 

取組 

検討 

◎文書質問の内容を各会派にわか

りやすく伝えることとする。 

８ 

＜第１６条＞広報広聴会議 

議会は、情報通信技術の発達を踏ま

えた多様な手段を活用し、広く市民

の議会や市政に対する関心を高める

よう、効果的な広報広聴活動に努め

るものとする。 

①Instagram 等、ソーシャルメディア

の活用。 

②タブレット端末の活用。 

③インターネット回線の整備。 

Ｂ 

取組 

検討 

①Facebook だけではなく情報を広

く周知する方法も検討する。例え

ば、公式 LINE を使用する場合は費

用が発生するが、このようなことも

含めて考えていく必要がある。

Facebook は広報広聴会議で記事を

アップしているが、担い手も含めて

考えていく必要がある。Instagram

は主に写真を掲載するので、中身を

検討していく必要がある。広報広聴

会議で費用がかからない方法を検

討する。 

②③別途協議の場を設置する。（ス

マート議会検討会議） 

９ 

＜第１７条＞ 議員研修の充実 

議会は、議員の政策形成及び立案能

力の向上等を図るため、議員研修の

充実強化を図るものとする。 

 

Ｂ 

取組 

検討 

◎研修テーマを事前に諮り、決定す

べき。予算の範囲内で検討すべき。

研修を充実するためには、回数や内

容の見直しが必要。 

◎これまでどおり幹事会で事前に

テーマを諮り、十分周知する。でき

るだけ議員の意見を聞いていく。 

10 

＜第２１条－１、２＞ 議員報酬 

議員は、議員報酬が市民の負託を受

けた議員の職務遂行に対し支給され

るものであることを自覚しなければ

ならない。 
Ｂ 

取組 

検討 

◎各会派から課題や問題点はない

が、様々な議論がある。議員報酬の

問題を検討する場を設けるのか、報

酬審議会で審議していただくか、他

市の状況を踏まえ今後検討してい

く。 

◎状況に応じて議員活動がしやす

いよう、また、若い人が議員になれ

るように、課題として検討していき

たい。 

2 議員報酬は、別に条例で定める。 
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11 

＜第２２条－１＞ 政務活動費 

政務活動費は、政策の立案及び提案

並びに市政に関する調査研究その他

の活動に資するために交付するもの

とする。 

Ｂ 

取組 

検討 

◎政務活動費の額について検討し

てく。 

◎状況に応じて議員活動がしやす

いよう、また、若い人が議員になれ

るように、課題として検討していき

たい。 

 

（２）条文の追加を検討するもの（１項目） 

№ 内容 区分 意見等 

 

１ 

災害時等のマニュアルは整備されて

いるが、その根拠が基本条例に見当

たらない。 

 

条文 

追加 

◎第２章の議員の活動原則の部分

に入れられるか検討する。 

◎議会の災害対応を、基本条例に明

確に位置付ける。 

＜条文案＞ 

（災害時の対応） 

第６条 議会及び議員は、災害が発

生し、又は発生するおそれがある場

合は、その果たすべき役割を十分認

識し、迅速かつ的確に行動するとと

もに、市民生活の維持及び安定に努

めるものとする。 

２ 議会及び議員の災害時の対応

について必要な事項は、別に定め

る。 

 


